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９. 野間花木構想 

 

ａ．野間花木構想の趣旨 

  山々に囲まれ中心部に川の流れる野間。深い雪に覆われる冬、やわらかな緑の絨毯を

敷き詰めた春、鮎の銀鱗が跳ねる夏、彩り鮮やかな欅の秋。野間地域の美しい山と川は、

一年を通して私たちを癒し楽しませてくれる花と木、そして豊かな食材を育んでくれる。

こうした自然の恵みに感謝し活かすことで、地域の賑わいを創り出すことを目指して｢野

間花木構想｣を展開する。 

先人が育てて来た花木、これから植栽し整備する花木、先人の智恵と技術、そして私

達の暮らしを有機的に結び付け資源化することで、地区内外多数の人たちの目を楽しま

せ心を和ませることを目指す。 

 

ｂ．村々の花木と資源 

 ① 中山…黒部から野間街道に入る直線の道端には、ソメイヨシノの古木が並び人々の

訪れを迎える。野間別れのカーブを曲がると三本の谷川筋に小さな棚田が目

に入る。右手の小山には、早春には背の高い辛夷
こ ぶ し

の花、続いて山ツツジの濃

いピンクの花が咲く。 

 ② 中津…二つ目のスノートンネルを抜け曲りくねったなずれ峠を下ると眼下に中津そ

して田中の田園と里山が広がる。目に飛び込んでくるのは延命寺周辺に植え

られた120本の桜たち。そして延命寺境内の樹齢400年を超えるシイの大木

が威風堂々とそびえる。 

 ③ 田中…白滝の圃場には、無農薬有機肥料のガラシャ米が栽培され、その周辺の蓮池

では、初夏に薄いピンクの花と甘い香りが広がる。小脇発電所の取水のため

に作られた田中井堰の吊り橋と新緑は美しい。川久保までの水路管理道のハ

イキングコースは紅葉が鮮やか。 

 ④ 野中…野中橋の袂には紫陽花が鮮やかな花を咲かせる。橋を渡り小学校に向う直線

道路の右手には、120本の紅葉、40本のイチョウが植えられ、秋には赤・

黄・緑のコントラストが美しい。 

 ⑤ 吉野…吉野川沿いには八月になれば合歓
ね む

の木が紫の繊細な花を咲かせ、府道は合歓
ね む

の木街道となる。村中から右手の奥に見える山の紅葉は深紅で見栄えがする。 

⑥ 来見谷…来見谷川周辺には水仙の黄色と甘い臭いが広がる。 

⑦ 大谷…大谷川の河原や谷筋には山葵
わ さ び

の白い花が一面に広がる。 

⑧ 霰……弥栄町の花であり野間を代表する福寿草。最盛期の三月には観光バスも訪れ

る整備された福寿草園も広がる。大谷川の左手には真っ赤な彼岸花があちこ

ちに見える。洞養寺には梵鐘型に剪定された椿の大木とイチョウの木が競演

する。 

⑨ 須川…村の山手には人間の手が入っていない福寿草が群生する。近畿遊歩道に指定

され手掘りのトンネルが迎えてくれる須川渓谷は、四季を通して目を楽しま

せ心を癒してくれる。成谷の人止めには日本石楠花
しゃくなげ

が咲き誇っている。 

⑩ 味土野…曲りくねった道の眼下には深い谷が口を開けている。村の入り口では味土

野大滝が木陰から臨める。ガラシャの碑の丘では、シデの大木に巻きついた

藤の花が紫の袖を振る。 
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⑪ 小杉…駒倉林道を入り小杉側の中腹には、早春の一時期にだけ見ることができる落

差100mにもなる滝があらわれる。その下方には真っ赤な椿の花が咲く。 

⑫ スイス村…八万本もの芝桜がピンクの絨毯を敷き詰める。八月になっても咲き乱れ

る六千本の紫陽花も素晴らしい。 

 

ｃ．恵まれた食材 

 ◇ 春の山菜…川沿いにはコゴミ、山葵、山沿いには蕨
わらび

、 薇
ぜんまい

、独活
う ど

。新芽の灰汁
あ く

は油

と出会えば旨味に代わる。ほんの一瞬(ひととき)の至福の味わい。 

◇ 早春のアマゴ…渓流の女王と称され陸封された鮭の美味しさを凝縮した美しいアマ

ゴたち。 

◇ 夏の鮎…急流に揉まれ体高のある野間川の鮎、塩焼きとお茶漬けは絶品。鮎の除炭

干しは類稀なるおいしい出汁を作る。 

◇ 秋の幸…おいしい水に育てられたお米、そして蕎麦、粟、黍
きび

、稗
ひえ

の雑穀たち。自然

薯、ムカゴ、サルナシ。 

◇ 豊かな保存食…豊かな食材を年中味わう事の出来る漬物、乾物、加工品。 

 

ｄ．今後の整備に向けて…計画 

 ① 区民のみなさんから花木の見所、優れた食材と料理を紹介していただき、整理しそ

れを共有する。 

 ② 自生する花木をベースにして、より優れたスポットとするために計画的に整備を進

める。 

  ＞ 中山の山ツツジ ＞ 山崎の彼岸花 ＞ その他 

③ 自然(花木)、歴史、文化、食材等の総合ガイド本を刊行する。 

 ④ 季節ごとにイベントを企画する 

 ⑤ 限界集落、冬場の｢雪｣などマイナスと考えられてきた要素を逆手に取る発想の転換

を図る。 

 

e．その他 

 ◇ 野間花木構想は、野間地区総合案内板に集約する。  

  ★ この「野間花木構想」はあくまで構想であり、具体的な実施については、今後渓

里野間（かわざとのま）で検討し、進めていく。 
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